
水
道
管
を
撤
去
す
る
際
は
申
請
を

問 

谷
和
原
庁
舎
上
下
水
道
課  

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
０
８
）

手続き・申請

　
建
物
な
ど
の
解
体
に
伴
い
水
道
管

を
撤
去
す
る
場
合
に
は
、
つ
く
ば
み

ら
い
市
水
道
事
業
給
水
条
例
に
基
づ

き
、
市
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業

者
か
ら
、
水
道
管
の
撤
去
の
申
請
を

事
前
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
上
下
水
道
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紫
峰
ヶ
丘
の
一
部
が
「
ゾ
ー
ン
30
」
に

問 

常
総
警
察
署
交
通
課　
☎
０
２
９
７
‐
22
‐
０
１
１
０

お知らせ

　

紫
峰
ヶ
丘
の
一
部
が
「
ゾ
ー
ン

30
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
図
参

照
）。「
ゾ
ー
ン
30
」
内
は
、
通

学
児
童
や
エ
リ
ア
内
を
歩
行
す
る

方
々
の
安
全
確
保
の
た
め
、
自
動

車
の
最
高
速
度
が
時
速
30
㌔
㍍
規

制
と
な
り
ま
す
。

「
ゾ
ー
ン
30
」
内
を
通
行
す
る
際
は
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
配
慮
し
、
制

限
速
度
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

紫峰ヶ丘５丁目

紫峰ヶ丘５丁目

つ
く

ば
エ

ク
ス

プ
レ

ス

みらい平コミセン

紫峰ヶ丘４丁目

紫峰ヶ丘５丁目

紫峰ヶ丘４丁目

紫峰ヶ丘４丁目

主要地方道　つくば野田線

ゾーン 30 の区域
・紫峰ヶ丘４丁目の一部

・紫峰ヶ丘５丁目の一部

ゾーン 30 の範囲

　
市
で
は
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
を

目
指
し
、
食
品
ス
ー
パ
ー
の
株
式
会

社
カ
ス
ミ
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人

的・物
的
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
し
、
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

官
民
連
携
で
福
祉
を
強
化

企
業
と
と
も
に
描
く
豊
か
な
暮
ら
し

問問  

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　
☎

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　
☎
5858
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
１
０
５
）

‐
２
１
１
１
（
内
線
４
１
０
５
）

　
今
後
、
同
社
か
ら
こ
ど
も
食
堂
へ

の
食
材
の
提
供
を
受
け
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
買
い
物
支
援
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
一
緒
に
検
討

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
な
暮
ら

し
を
描
け
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

相
互
に
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　
【
連
携
事
項
】

①
子
育
て
支
援

②
高
齢
者
支
援

③
障
が
い
者
支
援

④
健
康
づ
く
り
の
推
進

⑤
生
活
困
窮
者
支
援

⑥
そ
の
他
福
祉
の
推
進
や
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
こ
と

　
市
で
は
、
民
間
企
業
と
手
を
取
り

合
い
、
行
政
に
は
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ
や

多
角
的
な
視
点
を
活
用
し
な
が
ら
、

地
域
の
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

伊奈庁舎で１月 29 日に行った協定締結式で、協定書を手に握手

を交わす㈱カスミの石
い し い

井俊
と し き

樹代表取締役社長㊧と小田川市長㊨
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